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亦
多
數
論
^
の
觀

る

か
如
く
國
際
賀
易
の
自
由
を
主
張
す
る

^;
以
て
主
た
る
目
的

V」

爲
ナ
る 

も
の
に
非

.ず
し

.て
，本
，論
文
の
表
迪
に

.注
意
す

.る

.，者

-

及
び
之
が
全
篇
を
通
，讀
せ
る
者
の

•容
易

}: 

威
級
し
得
可
き
か
如
く
利
子
及
び
貨
幣
に
關
す
る
も
の
な
る
と
を
記
憶
せ
ざ
る
可

6

す
。
殊

. 

に
彼
が
本
書
の
稿
を
起
す
に

-當

^S、

其
心
胸
を
往
來
.し
た
る
も
の
は
地
金
ビ
の
關
係
に
於
け
る 

羅
货
办

：

問
®

な

^V。：

彼
は

*
:序
文
に
於
て

'

m

 

く
、雛
出
入
贸
易
牟
衡
の

fa
j

翅
，に
關
し
論
#
喧
し 

か
点
し
は
久
し
か

'6
'
ざ
.る
以
前
の

K
/な
み
。
即
ち
菩
人
が
輸
出
す
る
所
よ

6

も
多
額
の
貨
物

を
輸
入
す
る
も
の
★

せ
ば
、吾
人
は
敗
滅
の
大
邋
に
在
.る
も
の
な
シ
ビ
想
像
せ
ら
れ
た
る
が
爲 

な
り

:0
.

之
ビ
等
し

:'
<

,
:
吾
人
；は
，東
印
度
，並

に

佛

國

賀

易

に

對

す

る

反

對

論

及

び

其

他

質

爲

上
に

. 

於
け
る
幾
多
類
似
の
政
治
的
偏
見
に
就
き
其
多
く
を
聽
け
う
。
啤
の
輟
過
じ

M

に
■優
れ

'/
a
る 

見

#

V

J

は

之

が

.大

剤

分

を

消

滅

せ

し

め

.

た
>
9
 VJ.

雖
、而
も
新
な
る
人
物
は
.巧
智
を
欲
す
る
翁
を 

I 
く
.に
依
う
て
彼
等
が
私
益
を
增
進
す
る
が
爲
忙

、
_
想
し
鼓
吹
す
る
の
刺
激
•を
受
く
る
が
故 

に
他
の
も

.の
也
鑣
て
其

1

を
滿
す
，な

^S。

而

.

.
し

て

吾

'

人
は
今
命
正
貨
の
缺
乏
を
歎
じ
、

»

金
が 

輸
出
せ
ら
る

、
だ
*

L

k
は
貨
幣
に
鐵
造
せ
ら
る
、
以
外
の
用
途
に
宰
狻
せ
ら
る
、
を
愁
訴 

し
、而
し
て

#

に
我
國
に
於
け
る
穀
物
及

^
家
畜

*

易
の
沈
靜
を
之
に
歸
し
、而
し
て
地
金
貿
易 

を
取

f

貨
幣
中
に
存
す
る
も
の

S
外
、之
が
價

' 格
を
限
定
す
る
に
依

6

て
十
分
な
る
改
革
を 

行
ひ
、
ft
て
の
物
に
新
；生
命

.を
與
へ
ん

u

ビ
を
期
す
る
な
う
云
令
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同
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e:
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o
か
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膚
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十
四
個
條
の
提
言

^
如
き
も
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大
剖
分
は
贸
易
の

.

全
般
に
對
し
て
主
張
せ

.ら
れ
た
る

.も
の
に
非
ず
し
て
、寧
ろ
刻
下
の
鑄
®
間 

題
に
關
し
て
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述
せ

:6
>
■れ

た
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な

る

こ

と

を

認

め

ざ

る

を
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を
中
心
と
し
て
第
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n
s

易
の
上
に
狂
り
て
は
宛
も

一

國
家
文
は
一
人
民
の
如
く
、茆
し
て

'此
點
に
於

V

各
國
は
各
®
人 

の
如
き
の
み
。

.(

5

1

國

.に
#

す
る

|

ff
易
の
喪
失
は

m

に
別

#

に
考
察
：せ
ら
れ
た
る
も
の
の 

み
，に
止
ら
す
し
て
、總

y

の
も
の
仪
相
結
合
す
る
が
故
に

*

だ
讨
世
.界
の
資
易
は
減
縮
せ
ら
れ 

喪
失
せ
ら

'れ

*

る
も
、の

な

力

。
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三)

社
會
に
靴
し
て
不
利
益
：な
る

.

.質
易
，あ

る

乙

ビ
な
し
即
ち
，或

‘ 

も
の
が
、然
る
こ

,
を
示
し
た
办
ビ
せ
ば
、入
々
は
之
を
拋
棄
す
可
く
ゝ
而
し
て
貿
具
業
漭
の
繁

ff
i 

な
る

•所
に
於
て
は

'心
ず
彼
等
が
其

I

部
を
成
す

ft
#

も
亦
繁
盛
た
る
な

t

@.)

ま
所
定
；の
方 

法
に
於
て
取
引
す
可
く
人
々
を
强
制
す

-る
は
之
に
適
應
す
る
.に
至
る
が
如

&

#
を
利
す
可
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も
、而
も
そ
は

一

E
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奪
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他
に
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る
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の
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る
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會
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る
こ
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な
し
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如
何
な
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法
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易
上
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格
を

'設
定
す

.る

.乙
ヒ
能
は
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率
は
自
ら
定
ら
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.る
を
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す
、而
し
て
又
定
る

可̂

&

も
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な
り
、

®
も
踅
般
の
法
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が

一

定
の
敖
カ
を
有
ず
る
場
合
に
は

，
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だ
け
質
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の
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と
爲
む
、從
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文
有
寄
た
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な
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b
o (

六
*

幣
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品

な

办

、然

れ

ば
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過

タ
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:

る
*
合
と
等
し
く
過
多
な
る
場
合
あ

K
V得
可
く
、而
：し
て
之
が
爲
に
不
利

ビ

爲
る
場
合
す
ら
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し
得
可
し
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一
國
民
は

0
常
.取
引
の
用

恥

供
す
る

が

.爲
に
貨
幣
を
缺
く
こ

V
J

能
は
や
、又
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分
以
上
に
之
を
有
す

.る
：乙

を

も

欲

せ

：ざ

る

可

し
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潰
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症
前
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V又
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し
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對
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を
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を
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れ
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免
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な
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部
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も
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ど
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可
し
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盲

_

_
造
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に
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o
,
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リ
間
斷
な
く
、溶
解
及
；び
.鐵

造

を

行

は

.'
1
.め
、斯
く
て
公

の
狴
用
を
以

て
金
.匠
及
び

.造
幣

#

を
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養 

:

す
る
が
爲
に
發
見
せ
ら
れ
た
る
永
久
の

.運
動
な

V
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.貨
の
改
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噸
す
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も
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に
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1

1
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取
り
て
は
之

.よ

^N

し
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何
な
る

種
類
の
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乙

ヾ
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な
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‘そ
は

內
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な
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袼
茬
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ら
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k

夫
だ
け
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し
ひ
る
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な
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へ
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懸
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る
：に
他
に
對
し
て
一
貿
易
又
は
一
刹
益
を
保
談
す
る
は
癱

V

蜜
寒
に
し

'て
、而
し
て
夫
^
け
公 

共
よ

^v

利
益
を
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す
る
も
の

亦
h
y

と
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す
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も
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太
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せ
る
も

S

に
し
て
、敢
て

「

光
榮
霧
命

」 

の
'：政
府
は
始
れ
る
仁
非
ず
、而
し

.

V

先
づ

.彼
が
忿
怒
を
歡
成
せ
：し
め

/2
る
も
の
は
一
千
六
百
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十
五
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以
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會
を
通
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る
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规
な
ぅ
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-彼
.は
.又

»

弟
に
し
て
傅
記

#

た
る

R
OaQ
e
r Nl

h
:

の
言
に
；據
る
に
、剪
傭
貨
幣
に
對
し
て
平
か
な 

る
て

^
能
は
ず
、之
に
對
し
て
挑
戰
せ
ん
こ

V
J

を
決
意
せ
上

H
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r
*
e 
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. Sir D

u
d
l
e
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 North, 
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v
e
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而
し
て
此
小
册
チ
ド
其
影
を
絕
つ
に
至

り

し

は 

鑄
貨
卿
度
の
改
革
を
實
施
す
る
に
當
り
、時
の
政
府
が
彼
の
.意
見
に
聽
從
す
る
こ
ど
な
か
り
し 

が
：爲
な
り
。
蓋
し
彼
が

®

示
し
ぬ
る
一
一
個
の
方
法
，申
、»
法
燊
の
寧
苹
潘
は
其
下
策
を
選
み
て
、
 

剪
截
貨
幣
の
损
失
を
租
稅
.に
依
ち
て
公
共
の
上
に
課
し
た
る
な

り
o

本
書
が
采
し
て
故
意
に 

絕

版
せ
し

め
.

ら
れ
た
々
マ

J

せ
ば
、を
は

C
o
n
r
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の

H
a
n
d
w
6
r
t
e
r
b
.
u
c
h

に
S

へ
る
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如
く

3

ー
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l
學 
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ニ
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ナ
セ
世
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の
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に
於
け
る
刺
子
論
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」(

其
六)

參
.照)

¥
者
自

：
6 

之
を
質

' 上
げ
て
破
却
せ
る
が

^
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し
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、政
府
の
禁
滕
に
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れ
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の
な
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可
し
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改
鑄
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六

17
九
十
五
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空
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迄
其
通
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を

見
ず
、而
し

て

^

0

&は
興
著
出
饭
の
年
た
る

‘I 

千
六
西
九
十
一
年
を
以
て

»

け
る

^

爲
め
な
上

H
u
g
h

は

N
o
r
t
h

逝
去
の
年
を
以
て
；

J
千
六
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九
十
年
と
記
せ
る
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_
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p
a
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g
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a
v
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D
i
c
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i
o
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穴

North 

が
.货
赂
識
は
^
#
中
に
於
け
る

 A

 Discourse, of C
o
y
n
e
d

 M
o
n
e
y
,

 (pp 

1
0-

2
3
.)

及
び
 postscript 

b
p
o
n

 farther Consideration of the F
o
r
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g
o
i
n
g
^
s
e
r
s
,

 I t
h
i
n
k

3 ?
ぎ 

穿 

following Notes, 

(ppr i—v.) 

中
に
收
め
ら
れ
た
り
。
今
其
要

?:
摘
記
せ
ん
に
、金
及
び

0
は
其
稀
少
な
る
が
爲
に
、ルノ

 

f
tに
し 

V

遙
に
之
ょ

6
.も
多
摄
な
る
他
金

-/
1

及
.；び
其
他
の
物
件
ビ
侮
値

0
等
し
く
、且
' 
つ
.其
移
動
の
容 

易
な

.る
t 

V
C
及
び
：其
保

®

の
便

!a
な
る
に
因

-

c
n

て
世
界
人
類
の
.間
に
彼
等
の
取
引
に
際
し
、共 

敏
の
尺
度
た
•る
に

M
P

し
も
の
な
り
。

M

に
0

^
の

便
益「

を
，壌
爾

U
B
.常
普
通
の
取
引
に

於 

て
.重

®

及
び
品
質

'を
識
別
す
る
の

-困
雛
を
排
除
す
る
が
，爲
に
、嵙
主

.及
び
：國
家
は
鑄
貨
の
雜

：

分
' 

を
確

^

し
.'̂
:
,
M目

^

決

JL
1

る
を

»

て
' 公
.災
の

!̂
|

W
に
' 關
。ず

.
'る，
W

項

見

■做
：し
、而

_'し
で
^
#
バ
 

.
i

s
 

S七
 

>
.論
-
确

坎

S
中
t
し

て

5
.敬

i



、
t

)

命

a

』

-*
>
)フ
て
ソ
タ
ス
卿
の
货
游
吹
錢
か
小
心
と
小
て

多一充 

!
せ
-
1铪

,；-v

ノ
v_
»

H

1

喚越せられ

^
る貨饿餘爭

：
.
.
.■
 

' ,

纪

一

热 

二ヌ

片
を
極
印
及
び
節
刻
釔
以
：て

,

然
た
ら
し
め
以

<

其
僞
造
を
困
難

^

ら
し
め
、

11
つ
.重
刑
を
以 

て
所
倒
す
る
な
ヶ

°
,

斯
く
て
世
界
の
通
商
は

.容
易
ぐ
し
爲

k
諸
貨
物
の
數
多

.
の「

純
類
は
總
て
典 

通
.
の
尺
度
を
有
す

る

^
栗
る
な

ヶ

o

加
之
、斯
く
貨
幣
に
0
造
せ
ら
れ
七
、総
狀
又

は

塊
狀
に
於 

け
る

.ょ
P

も

商
業
上
：有
用
の
程
度
を

®

加
す
る
に
至

.れ
る
金
銀
は
、自
由
鋳

.造
の
制
：度

'採
.用
以 

後
に
：於

け

る

英
國
を
除
き
、有
ゆ
る
場
所
に
於
て
當
然
從
前
ょ

6

も
大
な
る
價
値
を
有
す
る

乙 

と
、
爲

>
s
、

前
し
て
單
に
之
於
鑛
造
の
實

1
.以
上
に
出
づ
る
の
み
な
ら
ず
、些

-少
な

が

ら
國
家
の 

收
入
穴
る
，に
茧

れ
6
。
;
.然.る

^
若
レ
’公
共
の
’戳
用
を
以
て
鍾造
を
行

U
'つ
.、
あ

る
我
英

a
に 

於
け
る
が

•
如
-く
、銀
は

*

貨
た
る
.ミ
然

6
ざ
る
ビ
を
問
は
ず
同

.
一
®

格
を

.有
す

.

.る
も
の
ビ
せ
ば
、
 

を
は
往
々
に
し
て
鎔
潰
さ
る

y

の
危
險
あ
る
も
の
な
ぅ

(pp, 

J?
?
)
。

貨
幣
は
.其
締
少
な

る

場
合
ぐ

J

等
へ
し
.
•く、亦
過
多
な
る
場
合
；の
存
し
得
可
&
貨
物
な

K
v
-
O
貨

«

:

の
缺
乏
を
叫
ぶ
社
會
の
鰥
は

根

據
な

&
も

の
な

6
。
眞
の
禍

.患

は
利
潤

を
收
む

る
こ
と
能
は 

ざ
る
に

在
り
。：

そ
は

(

| )

貨
：物
の
過
多
へ
が
、(

ニ)

平
常
の
販
路
が
急

.激
に
閉
鑛
せ
ら
れ
た
る

S

し 

く
は(

三)

消
费
の
減
少
に
甚
く
も
め
な

6
.
0救
濟

を

必
要
ビ

す
る

も
.

の
は
是
等
の
原
因
な

b
o 

而
し
て

最
鼓
の
救
濟
策
は
出

！
g

t

mf
f
i
^
K
V
O

贸
易
の
上

に
於
て

金
銀

^

蕺
も
他
の
貨
物
ビ

興
る
こ
ビ
な
く
、

®

K
豐
：.富
な
る
者
ょ

.り
取

.り
て
十
分
な
る
利
潤
を
以
て
之
を
缺
け
る
潘
，欲
求 

せ
る
：
^
に
，.
致

さ

る

く

な■*
金
屬
の

®
ff
i
を
禁
止
す
る
の
法
規
は
之
を
«
定
せ
る
國
家
.の
 

上
に
不
利
な
る
反
動
を
與
ふ
可
き
も
の
な
り
。
世
界
に
於
け
る

一

國
家
は
賀
易
に
關
し
て
は 

總
て
の
點
に
於

v
'i
H
 

■一
 

都
市
又
ば

1

都
市
內
に
終
け
る
一
家
族

.の
如
し
。
 

贸
爲
に

®
す
る
主
た
る

.刺
激
は
人
の

#
欲

な

3
れ

ば

是

等

の%•
欲

を
W
制
す
る
の
效
架 

ぁ
る

#
侈
潔
止
法
の
：如
き
方
策
は
勤
勉
の
障
礙
た
る

V
の
な
ぅ
。
若
し
人
類
が
純
然
た
る
必 

製
品
を
以
て
自
ら
滿
足
せ

b
と
せ
ば
、吾
人
の
世
界
は
頗
る
貧
弱
の
も
の
た
り
.し
な
る
可
し
？ 

國
內
，商
業
：は
一
國
を
^
ま
し
む
る
上
に
何
等
の
關
係
な
き
も
の

«
り
、富
の
增
加
は
外
國
質
易 

i
>
c
v

來
る

も

の
な
'办
と
說
く
は
非
な
り
。
.一
般
に
當
と
し
て

.認
め
ら
る
ゝ
も
の
は
外
國

'質
易

. 

ぶ
く
し
て
維
時
せ
ら
；る

、
こ
ー
ど
能
は
ず
，而
も
外
國
質
易
は
國
內
商
業
な

< 
し
て
#
立
す
る
こ 

ビ
能
は

3T
る
も
亦
事
實
な

b
。
兩
奢
は
相
'典
に
關
聯
せ
る
も
の
な
善
リ

I.I-.I6 .)。

贫
困
を
極
め

.

た
；；

る
.圃
家
，は
殆
ど
何
等
の
貨
幣
を
有
す
る
こ
と
な
し
、而
し
て
交
易
の
始
期
に 

於
て
は
屢
、瑞
典

.に
於
：け
る

.銅

.の
•如
く
、植
民
地
に
於
け
る
砂
糖
及
び
煙
草
の
如
.く
他
の
物
件
を 

使
用
：せ
る
も
、多
大
な
る
不
便
な
き
を
得
ざ
り
き
。
而
し

V

富
の
漸
く
增
加
す
る
に
從
ひ
、金
銀

?

s
 

(

三
九〕

、
論

.訛

5
號

三
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就
®
入
せ

;?
>
れ
て
；
^

を

#

除
す

^

に
至
る
な

.6
。

造

幣

局

は

固

：

ょ
：..

c
v
«
_ 

.

益
.：大

な

る

も

-の
な 

る
ネ
、而
も
貨
幣
を
充
實
せ

.し
む
る
が
爲
に
絕
對
の
必
要
.あ
る
も
の

i
.
.
..
 
辦

^
。
M

-h

造
幣
^
の

存
，せ
さ
る

r

に
於
て

J
O
外
'國
‘貨
胳
の
流

通

を
見
る
に
至
る
が
故
に
、交
易
は
全
然
其
供
給
を

^

き

^

る

i

な
し

0

然
'れ
ど
も
外
國
貨
幣
を
使
用
す
る
國

.家
は
彼
、等
自
ら
造
幣

0
を
有
し
た

ら

ん
に
は
、自
己
に
取
得
し
得
可
き
も
の
に
對
し
外
人
に
支
拂
ふ
の
火
不
利
を
有
す
。
即
ち
鋳
貨

は
同
 

一
©.同
一
金
位
の
«
造
せ
ら
れ
ざ
る
銀
に
比
し
其
.價
値
大

-a
る
が
故
な

>
D
O若
レ
之

卜》

皮
し

_

«
が
地
：金
ょ

々

も
低
く
評
價
せ
ら
る

>

場
合
あ

»
9と
せ
ば
、ぐ
は
兩
者
の
差
益
を
收
む

る
が

.爲
に
钂

'潰
さ

'
 

>に
至
る
.可

し
。
一
.即
ち
窩
裕
な
る
國

K

は
鏺
貨

.を

.缺
く

.
こ
ビ
な
し
。
彼

等
は
毫
も
之
を
鋳
造
す
る
て

W

な
き
も
、他
國
の
翁
貨
を
以
て
供
給
せ

ら

る

可
く
、而
し
て
其
外

國

^

办
輸
致
せ
ら
る

\

こ
ミ
如
何
に
多
く
、又
國
內
に
於
七
鑛
造
せ
ら
る
、

M
.

と
如
何
に
大
な

b W

す
る
も
、興
國
，の
商
業
が
必
要
ビ
す
る
以
上
の
も
の
は
總
て
地
金
と
し
て
取
扱
は
る
ゝ
に

過ぎずして鋳貨古物の金銀器

^
等
し

.く
舉
に
其
內
在
的
價
値
の
み
を
以
て
資
質
•せ
ら 

る
可
乙

&
で
.
1

6
-1
8
.

)

。':
:

-

自
由
鋳
造
の
制
度
が
採
用
せ
ら
れ
て
よ
&
、英
國
丙
に
於
て
鑄
造
せ
ら
れ
ね
る

E
額
の
貨
幣

は
悉
く
溶
堝
に
ょ
ト
ノ
て
滅
盡
ぜ
し
め
ら

.れ
た

K
V
O
,
金
銀
の
.湖
は
他
の
貨
物
と
等
し
く
滿
干
あ 

6-
も
'の
な

5
-
0西
班
牙

.ょ
_ 

6
-
其
多
量
が
到
來
す
る
や
、通
常
最
上

0
H
.格
を
與
ふ
る
も
の
は
浩

1

幣
局
な

6

。，
即
ち
同
：

.

|

の
重
量
を
以
て
、鶴
造
せ
ら
れ
ざ
る
銀
に
對
し
鑛
造
せ
ら
れ
た
る
銀
を

.

.

. 

. 

:
.
.
.
1

;■

交
付
す
る
が
故
な
シ
フ
而
し
て
旋
て
苒
輸
出
せ
ら
る
ぐ
が
爲
に
地
金
に
對
す
る
需

®
生
.ず
る

■ 

■ 

; 

.

時
は
再
び
之
を

'鋳
潰
す
も
、何
等
：の
掼
央
：存
す
る
こ

W
.

な
き
な

.
>
9 

0即
ち
鑄
造
は
何
等
の
失

1
 

を
所
有

*

に
與
ふ

.る
：も
の
に

(

非
ざ
る
が
故
な

>
9
0而
も
若
し
商
.®は
造
幣
の
價
格
を
支
挪
は 

ざ
る
可
ら
す
ぐ

J

せ
ば

♦彼
等
は
輕
々
に
其
銀
を
偷
敦
塔
：に
輸
納
す
る

乙

と

な

か
る
可
ぐ
、而
し
て 

鶴
貨
は
常
に
地
金
以
上
の

®

値
を
保
留
す
る
な
る
可
し

.。
英
國
は
又
久
し
§
に
ー
旦
り
て
貨
幣 

截
の

M

9
に
fe
さ
れ
つ

>
あ
6
。
而
し
て
剪
截
貨

.游
に
し
て
永
く
受
鈉
せ
ら
れ
ん
か
、殆
ど 

國
內
に
良
貨
な

‘
&
に

3>
,る
可
き
乙
ビ
必
然
な

t

英
國
芪
の
如
く
削
減
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
を 

個
數
に
ょ
り
て
受
理
す

.る
潘
は
全
世
界
に
殆
ど
、其

.類
例
存
せ

.ざ
る
な
り
。

剪
截
貨
幣
の
病
ノ
忠 

は
之
を
忍
ぶ
こ
せ
久
し
き
に
從
ひ

.、愈
其
治
療
、

«
囪
難
と
，爲

.る
可
し
。
而
し
て
通
說
に
從

a

て 

舊
貨
幣
の
全
部
を
同
收
し
，
一

般

祖

税

,*
以
て
之
を
,改
鑛
ず
可
し
と
せ
ば
其
困
雛
は
多
大
な
る 

可
き
も
、而
も

 

一
W

磅
中
十
磅
は

.新
鉻
造
の

l：
i
货
に
し
て
、自
餘
九
十
磅
中
ポ
半
數
の
四
十
磅
を

f

l

s
 c

四
一)

 ̂

E 

吹
S

ゅ

心

と

し

て

雙

號

e
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剪
：
«

せ
ら
れ
た

る
も

^
と

見
て
、之

よ
り

生
X

®

失
は
：三
分

の
一

以
上

-̂
m.
づ
る
こ
ど
な
か 

る
.可

气

か

故
R
、剪
截
貨
幣
よ

ぅ
蒙
：る

損
‘害
は
屮
五
磅
に
過
ぎ
ざ
る
可
义
國
王
は
：

0

て
’公
收
入 

を
受

.理
す
る
に
際
し
谷
片
は

^

截
甘
ら
.る

.\%

极
に

、一
ォ
ン
ス
：

^
就
：き

3£
志
ー
一
片
、の
割
合
を 

似
‘て
种

.量
に
よ

.ぅ
て
其

H
H

民
が
之
を
支
拂
ふ
を
掙
す
る
に
非
へ
ざ
れ
ば
讀

#

貨

幣

を

，受

鈉

ず

る

を
拒
絕

し
、繼
て
其
例
に
倣

a

て
總
て
の
人
は
：一
般
の
支

*

に
，際
，
し
.、剪

®

货
幣
を
拒
絕
す
る
：に

.
 

*

至
ち
し
む

^
時
は
多
數
人
士
の
想
像
す

.る
が
如
く
、

3

ま
で
大
な
る

I®
雛
を
生
ず
る

乙

^

^'
か 

る
'可
し

0

吾
人
は
通

®:
の
存
在
量
を
過
：大

.視
す
る

.の
傾
：向
あ

,̂
も
、そ
は

一

般
の
，見
解
よ
办
も 

M

に
尠
少
な

>
9 

o是
即
ち
貨
幣
の
流
通
循
環
自
由
迅

.速
な
る
に
因

.る
も

の
a 

& 

C今
剪
徽

«
 

幣
i 

b生
ず
る
损
失
が
悉
ぐ
现
金
の
存
す
る
所
に
落
つ
可
き
も
の

'と
想
像
す
る
時
は
、を
は
極 

て
僅
少
な
る
場
所
に

.於
て
甚
し
か

•る
"可
し
へ
を

.は
菩
藏
.貨
幣
に
對
し
て
何
等
の
大
掼
窖
を
與 

ふ
る

Z

ビ
な
し

o
'蓋
し
、貨
幣
を
貯
藏
せ
ん
と
企

0
る
潘
は
良
货
を
以
て
之
を
行
ふ
可
き
こ
ビ 

明
な
る
が
故
な

^

0
贫
说
は
务

 

< 
の
場
合
に
於
て
貨
幣
を
有
す
る
こ

^

な
き
が
故
に
、其
影

#
 

を
受
く
る
こ

W

大
な
ら
す
。，
農
民
は
貨
幣
を
收
受
す
る
や
否
や
直
に
之
を
其

.領
主
に
支
*
ふ 

も
の
ビ
想
像
せ

6

る
V

が
故
に

.、是
亦
損
害
を
受
く
る
こ
ど
大
な
ら
ざ
，る
が
如
し
。
是
に
由
り

て
そ
は
主

.と
し
て
時
に
ょ

h

其
身
邊
に
備
ふ
る
疋
貨
の
多
寡
に
著
し
き
差
違
あ
る
商
人
の
上 

に
歸
す
可
し
。
斯
•く
の

.如
き
の
.時
に
偶
然
斯
ぐ
の
如
く
多
額
の
現
金
を
葙
レ
た
る
.潘
が
掼
辔 

を
蒙
る
な
り
。
之
を
要
す
る
に
、國
外
、國
內
の
孰
れ
を
問
，は
ず
、貨
幣
又
は

.他
の
商
品
に
關
し
、交 

易
を
拘
朿
せ
ん
ヒ
す
る

0:
法
规
は
國

K

を
し
て
當
裕
な
ら
し
め
、而
し
て
貨
幣
及
び
資
本
を
充 

實
せ
し
む
可
き
素

®

に
麵
す
。
而
も
若
し
平
和
を
確
保
し
、安
靜
な
る
公
®
を
維
持
し
、航
海
は 

障
镀
を
受
ぐ
る

乙

と
な
く
、動
勉
な
る
者
を
し
て
典
富
と
品
性

^

に
晴
て
榮
典

ビ
I公
職
と
に
參 

加
す
る

乙

ビ
を

#
せ
し
め
ば
、其

.國
の
資
本

«■
增
加
す
可
ぐ
、從
て
金

'銀
は
，充
實
し
、利
子
ゅ
輕
爲 

ぐ

j

爲
6
.、rr
D
し
て
貨
幣
は
缺
乏
ノ
を
吿
ぐ
る
こ
と
能

.は
ざ
る
可
し

(pp. 

J3-23.')o

.
1

_

^
し

て

富

裕

キ

る

：
に"至
：ら
_ば
：金
銀
：珠
玉
並
に
總
て
有
，
.用
な
る
物
、鐵

.咬
し
き
物
は

®

®
 

V
J

爲
る
可
く
、而
し
て
吾
人
の
勞
働
、穀
物
及
び
家
畜
は
國
民
の
貧
困
な

^V

し
以
前
に
比
し
て
其 

多

®

を
取
得
す
る
に
至
る

」

可
し

C 

_
に
'有
ゆ
る
物
の

S

寧
は
之
を
低
廉
な
&
し
む
る
も
の
な 

り
C
.地
金
及
，び
金
銀
器
の
夥
多
な

，る

‘に
拘

&

ず
、爾
交
易
を
遂
行

•す
る
が
爲
に
鋳
貨
の
不
&
を 

‘歎
し

E

R
^'
r

の
ff
貨
を
有

さ

ば
交
易
は

«

進
す
可
ぐ
、而
し
て

®
人
は
總
て

0
物
に
對
し
て 

:2
1
に
良
好

«

る

市

場

を

有

す

，る
に
绝
ら
ん
マ
し
說
，ぐ

は

誤

れ

h
o
.貨

：幣

は
'造
-幣

厨

に

於

て
.加

X 

 ̂

$

1(

望

)

齡

E 

l

i

s

g

i

l

吹
f

t

し

て

？

號

-

望
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四

:
 

せ
ら
れ
た
る
地
金
の
製
造
品

a

b
。.

.合
若
.し
材
料
に
し
て
備

&
、職
八

K

し
て
亦

#

せ
ん
f

 

瓜

A

の
不
足

1

可

理

.な
き
な
り
。

貧
民

' は
富
潘

M

其
.金
.：銀
：器
を
、貨
幣
に

«

造
甘
ば
、
一
般

社 

會
、殊

u
彼
商
身
は

®

代
—

&
利
す
る
所
ぁ
る
可
し

e
思
惟
す
る
も
、

®

も
之

と

同
略
に
皮
が
富 

翁
を
し
て
其
新
鶴
貨
を
浪
费
霊
せ
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
#
の
見
解
は
牵
然
誤
れ
る
も
の
な 

り
，
貨
幣
は
其
所
有

*

を
代
ゆ
る

乙

ミ
あ
る
可
し
、而
も
取
别
に
參
加
せ
る
者
を
除
き
て
は

^
 

人
孰
れ

も

其
狀
滕
を
變
す
る
こ

' 

gな
し
。
':
貨
幣
は
常
忙
所
有
者
を
有
す
可
く
、而
し

て
決
し

て 

抉
持
を
求
め
て

^

食
せ
ず
、而
も
必
ず
有
惯
値
な
る

.代偾に對して膦，入せられざるを辱 

ザ
正
貨
の

' |

定
額
辟
國
家
の
交
易
を
遂
行
す
る
上
に
於
て
必
要
な
る
も
、

:it
、額
は
事
情
の

0 

.乂
 

~
ィ̂

^

て
A

鱗
ぁ
る
も
の

'̂
1)
貨
幣
の
潮
の
滿
于
は
毫
も
政
治

.家
の
肋
力
な
く
し
て
自 

ら

*
:、給

し

調

都

す

る

も

.の

なり
。

貨

幣

稀

少

な

れ

ば

、̂

金

は

鋳

造

せ
ら

れ
、地
余
稀
少
な

れ
ば
、

货

赂

る
。
兩
者
が
時
を
同
じ
ぅ
し

5

少
J

は
貧
窮
の
狀
態
を
除
き
て
存

'在
し

#

ざ
i
.も
の

t

或
廣
は
國
法
を
以
七
總
て
の
取
引
に
際
し
銀
ー
ォ

y

ス
0
價
値
を
五
志
に 

免
し
而
し
て

.造
幣
局
に
於
て
を
を

.一
ォ
ン
ス

R 

mき
逛
志
四
片

3C
は
五
选
六
片
に
鱗
■
せ 

ら
ズ

'可

t /J.

せ
は
國

P

H
於
け
る
街

'ゆ
■る
金
銀
器
は
直
に

_

貨
穴
る
に
至
る
可
し
と

-
®
象
す

.

.

る
も
、而
も
如
何
な
多
法
律
か
能
く
吾
人
を
し
て
他
の
者
の

'財
貨
に

.對
し
、吾
人
の
，欲
す
る
所

の 

名
の

♦

之
に
與
，ふ
^

を

妨

げ

得

可

气

法

は

饑

多

め

方

法

を

以

て

同

避

し

得

可

し

，

而
し
て 

:若
し

'
9般
の
法
律
：が
有
效
ー
に
、行
は
：れ
て
、國
內
の
有
ゆ
る
銀
；は
悉
く
貨
幣
に
鑄
造
せ
ら
れ
た
ぅ 

w

す
る
も
を

■は
所
相

P
 

，法
の
有
ゆ
る
窖
惡
を
齎
ら
す 

i

至
石
可
し
貨
幣
を
し
て
輕
量
な
ら
し
め
.、又
は
雜
分
を
大
な

ら

し
む
る
も
、事
實
吾
人
が
變 

:■
!

#

左
る
は
名
？

し
て

.物
#
:に
非
す
。
是
に
由
り

.て

.地
主
及
び
債
權
奢
の
損
失
に
於
て
、
 

f

地
人
及

.び
債
務
寧
に
，恩
恵
を
與
ふ
可
き
の
み
。

而
も
乙
は
議
食
に
ょ
ぅ
て
設
定
せ
ら
、

ヤ 

。
る
：價
ー
な
る
が
故
ね
、吾
人
ば
五
志
に
對
し
て
”
ォ
ン
ス
を
購
入
す
可
ぐ
、何
人

4

其
以
上
こ
貞 

る

乙

と
を
敢
せ
ざ
る

(

可
し
ど
言
ふ

*

あ
&
ん
も
被
等

.に
し
セ
若
し
其
以

i

に
質
る
こ
ビ
能
は 

づ.

ビ
せ
、は
彼

.
,は
之
を
鑛
造
す

-可
ぐ
、而
し
て
何
人
ビ
雖
、五
志
五
片
•に
鋳
造
し
得
る
場
合
に
五 

志
に
對
：し
て
 

一
J

ス
の
飯
を
賣
る

«

な
か
、る
.可
し
。

斯_

て
吾
人
は
郭
公

.を
擁
に
_
は
ん 

と
努
む
る
も
徒
勞

I

可
し
：(

L
o
c
k
e

ビ

全
然

-同
一
な
る
諺
語
を
衝
用
せ
る
を
注
意
す
可
じ
。

三
田
學
會
雜
誌
.第
十
ニ

卷

第
九
號
ジ
ョ
ン
。ロ
ッ
ク
の
利
子
學
說

」(

下)

參
照)

、即
ち
如
何
な
る
國
民 

も
沐
だ
曾
て
政
策
に
ょ

i

て
'富
裕
と
爲
れ
る
も
の
な
き
が
故
な
り
、而
も
、質
易
と
富

ミ

を

f

す

.
I
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四
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論

說

し

て

i

 

Sハ：

の
•は
平
和
捕
勉
及
び
自
掛
の
外
あ
る
己

♦セ
な

^

な

&

と(po3^^

も

.'
- 

' 

_
' 

.

ず

.

鏡

に

3
0
3
e 

c
o
n
s
i
d
e
l
l
を
.：

通
じ
て
、

%

貨
幣

引
上

げ
'
^
.
對

す

る

反

對

諦

を

紹

介

し

終
 

ナ

る
.五
ロ
人
ー
は
愛
に.'

^
' Report .containing- ..an' Essay for the .Amendrxlent of .the Silver .coins... 

> 
一
J
 

て

w

l
 

I

b

l

e

s

0.
货

璐

引

上

げ

論

を

靖

は

.
ざ

る可ら
ず

9

此
書
は
全
縮
を
沉
寧
に
分 

も
興
過
半
は
本
位
論
ょ
り
成
れ

6
.
0
 
'

而
し

て
彼
が
本
位
論

~は

Sterling

貨
の
.意
霧

を
以
て
始

.
一
部
の
論
考
に

'®
れ
ば

V英
國
內
に
於
て
初
て
貨
幣
の
鋳
造
せ
ら
れ
た
る
時
、を
は
純
金
及
び

. 

銀
を

•以
て
作
製
せ
ら
れ
し
，が

(
H
a
l
e
s
/
o
f
s
h
e
i

 

Account, p. 

5
0
、

其
：後

J

定
量
又
は
一
定
比
率
の 

卑
_金
扇
を
之
に
浪
合
ず
る
を
以
て
、其
製
作
上
偁
梵
な
る
を
發

m

す
る
に
及
び
、ス
タ
ー
リ
ン
グ 

な
.
-名
言
辭
は
誘
入
せ
ら
れ

.て
、順
後
純

•分
の

」

定
比
率
又
は
度
合
：を
表
，示
す
る
が
爲
：に
使
用
せ 

ら
る

，

に
至

6
し
も
の
な

!)
'
と

信

せ

ら

れ

、他
，
の0 
0
に
從
へ
ば
、此
貢
辭
は
初
て
其
鋳
造
を
見 

た
る

*
格
11
の
一
城

®

の
、名

稱
'!
:

基

く

も

の

ど

想

像

せ

ら

れ

、他

は

其

表

面

に

檢

印

せ

ら

れ

た
 

る
も

' の
と
想
定
せ
奪
る

 

> 恨
運
即
ち

>

3

t

l

m
に
歸
し
、或
は
又
往
背
猶
太
人
が

®

K
權
の
保

®
と
し
て
徵
し
た
る

®
太
人
の

a 
w
m

'r
-
る
證
書
の

名
•稱
ょ
り
生
じ
た
る
名
の
ビ

.做
し
、他
の 

或
潘
は
见
國
に
货
け
る
之
が

'•
«

初
の
職
人
た
る

W

^

B̂*
^

^
る
一
部
の
人
民
ょ
ぅ
來
れ
る
も 

ポ
の
な
ぅ
と
說
く
。：
然
れ
ど
も
純
良
の

(

程
度
を
表
示
す
る
も
の
^
し
て
ス
タ
ー
ジ
ン
グ
な
る
文 

字
は

Libro J
l
a
r
i
o

若
.し

く

は

D
o
o
m
s
-
d
a
y

 

B
o
o
k

に
說
示
せ

6

れ
ざ

•る
を
以
て

w
i

f
勝
.王 

の
ネ

^

に

-^
て
は

^

だ
其
の
存
花

^
見
ざ
ぅ
し
が
、

E
d
w
a
r
d

三
ff
i

の
.第
二
十
^
年 

れ
た
る
條
例
、造
#

局

0
古
證
文
及

び
货
幣

に
關
す
る
舊
.科
錄

が
古
代

の

ス
タ

l

y

 

m

>L
る
J

徵
す
る」

に
^

^

_
は
-其
後
幾
許
な
ら

ず
し
て
誘
入
せ

6

れ

72
る
も
の
•な 

信
ず
。

余
は
是

^

の
文
書
に
：徵
し
て

(

|)

限
定
せ
ら
れ
た
る
意
義
に
於
て
ス
タ
ー
リ 

E
a
s
t
e
r
l
i
n
g

は
初
め
現
時
の
片
に
比
し
約
三
、倍
の
重
量
を
有
し
、單
に
偷
敦

-0
み
に
於 

ら
す
し
が
故
に
曾
て

L
l
r
e
s
s

と
呼
ば
れ
た
る
銀
拿
味
す
る
に
外
な
ら
ず
、

(

ー一)

び

S
t
a
n
d
a
r
d

な

る

文

字

は

同 

ー
_

な

久(

三)

前
<記

倐

例
‘に

擧

示
.せ
，ら

れ

た

る

古

スタ 

L
e

 

2
0 

jour de 

M
a
y

 

r
a
n-a
u Regfie E

d
l
d
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s
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l
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a
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l

e ie 

R
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i
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de 

Maiepilys de. Florence/ 

な

る

瞪

文

'中

に

記

さ

れ

た

る

古
 

Eastel
g

の
金
位
及
び
渐
分

#:
.に
.其
.他
造
幣
周
の

©
.書
中
に

«

見
せ
ら
る
く
英
國
古
代
の

ff
i 

m

t

s

.

(

四
七)

論 

E 

^

0
M

0

s

!

t
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'

5號

で

に
發
.せ
ら 

ン
ク

K

_
 

る
可

-t
と

. 

ン
ダ
.又
は 

て
鋳
造

せ 

Sterling 

及 

丨
リ
ン
グ
、
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(

四
八)
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l
i
s
g
l
l
i
r
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心
と
し
て

I

四八

し
き
本
位
力
金
^

一

 

击
皮
の
金
は
ニ
十
四
力

.
ラ
ッ
ト
に
分
た
れ
、而
し
て
各
力
ラ
ジ
ト
は
四

« 

に
分
た
れ
、而
し
て
：古
、ス
タ

i

ン
：グ
又

|

し

|

|

の
|

ユ

f

 

S

金
二
十

f

 

ラ
' 

ト
三
k

年
及
び
雜
分
半
反
.よ
む
成

る

も
の
ビ
_解
輝
せ
ら

る
'

可
き
も
の

な

气

而
，し

て
之 

力
I

ゐ

f w
e
d

 

B

f
ぐ
の
記
す
力
却
く

■銀
#

し
く
は

'銅
た
P

得
可
く
、又

金

量

一
封
度
の
銀
は
典 

當
時
よ

6

現
今
に
至
る
迄
長
く
十
二

オ
ン

ス
に
分
穴
れ
、各
オ
ン
ス
-ば

ニ

十

べ

ニ

ー
ゥ
ユ
ー
ト 

に
、而
し
て
各
ぺ
ニ

 

I
ク、—

ト
ば
一
一
十
四
反
に
分
た
れ
、銀
の
各
成
は
醫

。

Q 

I
ど
稱
ぜ
ら
れ
、
 

興
六
十
を
以
て
金

-0j

反
に
相
當
す
、

_即
し
て
其
當
時
に
於
で
古
ス
タ

1

V
ン
ダ
又
は
正
し
き 

本
位
銀
の
重
®

一
 

封
度
は
現
今
に
於
け
る
ミ
等
し
ぐ
純
銀
十
一
オ
ン
ス
ニ
べ
ニ

 

I
ク
エ

I

ト
 

及

び

雜

分

十

八

一

H

i

よ
々
成
れ
る

.
？

。

f

タ

J

 X

グ

f

 

I

、契
約
書 

其
^
之
に
©

|

る

:0
機
會
を
有
し

|

書
類
に
徵

.す
る

.に
、法
律
の
解
釋
上
原
則
ビ
し
て
時 

々
主
室
ビ
の
間
に
織
結
せ
：&
れ
た
る
彼
等
が
：失
々
の
契
約
書
に
準
據
し
て
雜
分
を

P

入
せ
ら 

n

た
る

」

定
比

•

の)

純
金
燭

r

以
て
造
幣
局
累
代
の
親
方
及
び
職
人
に

依
ら
て

鑛
造
せ
ら
れ
、
 

而
し
て
如
上
の

.契
約
響

.又
は
至
尊
の
命
令
に
依
り
て
通
用
せ
し
め
.ら
れ
た
る
金
銀
貨
の
み
獅 

I

に
.輸
入
せ

ら

れ
、而
し
て
猶
輸
入

せ

ら

る

>
な

^

0
而
し

て，
道
個
純
分
ビ
雜
分
ビ
の

Jf
c

率

は
時
に
變
化
あ

&
し
名
の
な
る
乙

V
J

を
明
に
す
る
を
得
た

b
(
p
p
.

 

1
5,

9
.)。

次
で
1

賢

:
は
藤
史
的

]:
I

H

世
の

f

八
年

(

是
ょ

b
以
前
に

»

り
て

®

ふ
部
き 

資
料
な
し
、

1

R
e
d

 B
o
o
k

は

E

f

一
 

世
'王
の

.第
十
八
年
に
貨
幣
鱗
造

.の
方
法
を
學

I

爲 

一に海
外
ょ
り
職
人
を
招

I

名
の
0

時
を
記
す

る

の
f

 

b

、彼
の
時
代

に

於
て

猶

、
效

.力
を
有 

.し
:0
:;
'
、
ぁ
る

\
1̂
1|

及
：び

.M
a
r
y

の
初
年
に
於
け
ふ
造
罾
局
の
契

.約
書
に
至
る
迄
、凡
そ
谈
が 

發
見
し

S

る
造

|

の
：親
方
又

I

人
：
S

し
來
れ
る
純
金
及

2

銀
：f

個
の
雜
分
に
對
す
：る
此
率
を
.揭

*

し
、而
し
、
1

現
在
こ
於
け 

:

る
銀
貨
の
原
位
は
：：四
百

I

i

ス
タ

I

リ
ン
グ

I

一 

な
る
こ

I
 

i

f

原
位
は
現
今
純
分
ニ
十
二
力
ラ
ッ
ト
、■
办 

力
ラ
ッ
ト

t

て
、四

W
年
以
：前
に
比
し
僅
に

一：
力
タ

ッ
ト 

一s

 

S

柑
違
ぁ
る
の

4
』

る
,
，
 

I

一

)

舊
原
位
は
上
記
へ
年

S

太
部
分
を
通
じ
て
維
持
せ
ら
れ
？

こ
論
し
て
之

I

職
せ 

る
箸
例
は

I
八

I
 

s

f

a

六
世

S
世
に
存
し

.ぬ
る
©
事
實
を

注
意
.

4

1
.
1
0 

#

费
三
に
彼
は
近

I

*

に
於
て
鑛
造
せ

I

可
為
新
鑄
貨
が
悉
く
®
在
の
会
位
純
分
を
傲

i

 

S
 ご
 

V
-

_

 
鍵

■

i

l t
' ^
. l
m
.

:

^

賢
明
ダ



f

s

'
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、

E

て

第
 

5
 

§

る
我
祖
先
は
四
百
尔

CO

A

し
_
に
亘

K

V

大
體

.に

.於
て
古
ス
タ
丨

3;
'

ン
ダ
若
し

ぐ

は
頗
‘
之
に 

近
き
原
位
を
維
持
す
る
に
努
ル
た

.る
■
.
-と

、(

第
二)

縱
.令
公
權
威
，

S

由
る
從
前
の

#|
«

改

0
,

0
,: 

K
e
m
y

八
世
及

.び

E
d
w
a
r
d

 :

六
世
の
御
宇
に

.狞
ぼ
れ
た
る
も
の
ゆ
壬
箪

0

利
_

奢
目
的
と
：し
，噠 

案

*:
林
銀
貨
文
は
金
貨

中
に
.
0
入
せ

ら
れ
た

る
*
夯

の

.過

當

な

る

分

暈

を蜉
て
其
利
_
を
* 

•
定
す
可
く
、而
し
て
を
は
自
己
の
人
民
の
上
に
其
特
權
を
極
端
に
迄
.伸
長
し
得
た
る
君
主
に
よ 

&

て
•企
圖
せ
ら
れ
、遨
に

.由
办
て
損
傷
せ

&.
る
可
ぎ
內

.外
の

.交
-易
’を
有
す
る
：乙

VC.
.頗
石
僅
少
な 

る

Ih
*

f
に
於
て
行
ば
れ
た
と
雖
而
も
經
，驗
は

0
許
な

‘ら
ず
し
て
發
案
者
の
®
見
を
明
な
ら 

し
め
、惡
貨
改
鎢
の
絕
對
的
必
要
を
敎
へ

^

6
、p
し
て
之
終
改
鑄
の
舉
は

M

a

i
六
世
自
身
に 

::

よ
り
て
着
手
せ
ら
：也

p
h
i
l
i
p

BE
及「

び
g

l
女
王
.に
よ

b

て

0
0
せ
ら
れ
、而
し
て

.這
般

0
針
®

に 

-
對
す
る
唯

I

の
結
果
だ
る
多
大
な
る
經
弩
困
惑
及
び
混

«1
な

き

に

あ

ら

ざ

り

し

も

幸

に

.
し
て 

E
l
i
z
a
b
e
t
h

女
王
に
よ
々
て
完
成
せ
ら

' れ
た
る

Z

ど(

同
女
王
は
貨
幣
の
夥
炙
な
り
し
其
'治
世
の 

第

：三

：年
に
、劣
惡
な
る
货
幣
を

.

ス
タ

ー

タ
ン
グ
に

改

鋳

す

る

が

：爲
.に
，偷
敦
.塔

內

に
.特
殊
の

.M
0 

局
を
連

S

り
。
一
廣
幾
許
な
ら

f

し
て
女
，王
は
其
勅
分
中
に
於

V
,

人
：民
に
告
げ
て
日
ぐ
、朕
は 

久
し
く
彼
等
を
貪

6

唆

a

つ
、
あ
な
し
怪
物
を
征
服
せ
う

<
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f
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I

.
此
著
名
な
：る
演
說
が
：何
人
に
ょ
ヶ
て
行
は
れ
な
る
や
に
就
き
て
は
多 

少
の
疑
問
あ
り
。
を
は
初
め

 Speech of the Sir T
h
o
m
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s

 Roe, .
a
t
'
t
h
e
;
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o
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 Table in 
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翁
四
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-
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m
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R
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I
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I
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ビ
題
し
て
上
梓
せ
ら
れ
た

t

玆
に
ぎ

I

 

丨

ょ

イ
弓
开
せ
：ち
れ
：た
る
章
句
は
ニ
千
八

|
{
1
1
五
十
六
年

Political .
E
c
o
n
o
m
y

 

C
l
u
b

版

A

 

Sekd: 

c
o
l
o
n

 

o
f 

Scarce 

a
r
g
u
a
b
l
e

 

T
r
a
c
t
i
o
n

 

M0
4

.中
に
柿
入
、せ
ら
れ
た

.ふ
同
演
說
で
，
良

に

於

t
之
ァ」

^

>
で

し)(

第
三)

後
世
の
批
評
は

.其
鱗
®
に

ょ
み

て
政
府
の
&
否
を
分
つ
の
傾
向

知
る 

か
故

^
、惡
貨
の
鎢

•準
に
由

b V
.

我
^ '

上
の
政
俯
を
污
屨
す

可
ら

ざ
る
こ

ビ
、
i

四)

縱
分
鋳
貨

.

中 

に
混
入
せ
る
、
雜
分
を
大
な

ら
し
む
る

も
、彼

.等
に
：し

て

猶
地

金
た

る
銀
の

時
價
に
相

li
せ 

し

む
可
き
純
分
を
，保
持
す
可
き
間
は
人
民
に
'對
し
毫
も
事
實
上

の

損
®
#
せ
ま
る

可
し

ご
雖
、
 

然
も
現

.在

R
於

て

.®
を
稀
少
且
つ
高

®

た

ら
し

め
た

る
原
因

.

撒
爻
ば
、
«'
其

物
の

®'
格
は

■低
落
：

せ
ざ

4
を

#
ざ
る
可
し

"

而
し
て
苦
し
其
間
に
鋳
貨
が
改
惡
せ
し
め
ら
る
可
し
と
せ
尤
、乃
ち 

1

怨

(

五

こ

論

說

|

入
管

s
l

l
i

l
l

?

し

て

I

 

?
'
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I
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n説
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|
1
ぢ
§

驟
|
|

吹
g

中

心

と

し

て

!

,國
民
が
資
易
及
び
國
當
を
囘
復
し
、而
し
て
是
れ
に

.由
り
て

*-
の
瞭
格
を
引
下
げ
た
$
以
後
に 

於
セ

.、國
王
が
其
粗
稅
、收
入
及
び
，公
慎
に
於

.て
蒙
る
可
き
掼
寄

_及
び
貴
族
、卿
紳
並
に
平
民

(

殊
に 

宗
敎
家

)
が
是

'に
*

k
て
其
债
權
、地
代
'及

び

年
金
の
支
挪
は

.る

、
際
に

’遭
遇

.す
可
き

®

失
.ば
、少 

く 

7
p«r
く
の
如

&-
-
M-
,貨
が
全
部
除
却
せ
ら
れ
得

.る
迄
は
持
緻
す
る
な
る
可

c
、m

に
之
を
改
革 

:す
る
の

.み
に
て

■著

し

く

，提

年
H

を
要
す
可
く

.、而
し
て
這
囘
の
戰
#

終
局
と
玉
國
の
質
爲
及
び 

當
の

.再
-典
後
に
：於
そ

«

な
る
：
'煩
勞
ビ
困
羅
ビ
を

_

起
す
可
？

」

ピ
、靈
五

)

英
國
現
時
の
滕
位
は 

犬
陸

ft
外
國
造

0
0
の
大
多
數
ビ

|

致
す

な

所
な
る
が
故
に

t l
i

r

界
に
間
知
也
ら

る

ゝ
所
に

し 

て
、而
し
て
此
：國
匕

.取
引

.
4

有
す

■る
外
國
人
は
縝
て
外
附
的
名
被
ふ
ぅ
も
捋
杻
的
憤
値
を
注
'意 

し
、之
に
從
つ
て
交
易

.す
る

'の
常
な
る
に
、若
し
劣
惡
.な
る
貨
幣
に

し

て
鋳
造
せ
ら
れ
ん
か
、其
內 

在
的

®

値
は
不
確
定

.た
る
か
、又
は
論

#

の
因
ど
爲

.る
、可
く
、
®
し
て
，此
稱

0

#
0
に
際
し
、
恐
ら 

■ベ
勝
利
は
啓
人
に
在
ら
卞
し
て
彼
等
に

.存
し

^

に
.交
：易

.ば
*

在
に

ft
し
.て
一
層
我
损
害
*
る 

に
至
る
可
き
乙

VJ、

而
し

て
®
！

六)

、公
權
威
に
ょ
る
貨
幣
の
改
惡
ば
是
に
由

,
9
;て
.提
唱
せ

'ら
れ

# 

る
：如
何
な
る
利
益

w

離
；悉
く
次
興
に
論
述
す
可
き
本
位

0

偾
値

_引
上
げ
に
甶

b

て
M

に
容
易 

に
實
現
せ

ら
れ

得
.可
ぐ
、旦
，っ
；史
に
位
好
な
る
先
例
を
郁
す
る
が
故
に
、無
用
丑
つ
無

ff
i

値
の
ち

の
た
る
こ
ビ
等
是
な

’(pp. 

2oo
-
3
.
3
7

)

':
o
.

:

,<
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i:
第
四
に

L
l
a
e
s

は
^

來
金
攀
一
封

.度
中
に
於
け
る
錢
貨
の
羹
目

_及
，び
個

.
數

，
を

：
霞

定

，
す

可

今 

炎

國
:«
货

中

に

於

け

へ

る

ノ

金

：
銀

の

'{
1
値
.が
時
令

?1
上

げ

.A
れ

，た

る

の

事

實

を

過

去
四
百
餘

年

fm 

に
於
け
る
造
幣
契
約

*

中
.現
今
猶
存
在
；せ
る
も
の
に
就
き

 

<
周
到
な
る

.觀

.察
を

行
ひ
、酣
し

r
 

:危
盒
窮
：迫

，
由
力
て
粟
求
せ
ら
る

>

#
に
、其
外
附
的
稱
呼
に
於

€

數
次
鋳
貨
の

®

値
を
引

h 

げ
'肝
：し
て
殊
に
地
金
を
し
て

_鑛
造
せ
し
“

る

、
が
爲
に
國

a

に
流
入
す
る
’を
獎
勵
す
る
け 

f
,々

'r
し
て

？h 

®
待
せ
，る
目
的
，
0
«
.せ
ら
れ
；た
：る
.時
^

價
.値
.は
興
队

¥

落
す
名
を
免
れ

s r
A
y 

しv

離)

、恒
に
魂
國
避

?ff
局
の
實
施
し

.た

る

政

策

た

々

し

ご

と

を

論

結

せ

&
•«
に

同

一

の

政

雄 

は
諸
外
國
所
屬
の
有
ゆ

;5
造
幣
厨
に
於
て
名
等
し

く

實
行
せ
ふ
れ
た
る
所

:®
b)

。
哳
く
て 

S
羞

1

世
の
第
二
十
八
年

i
:
b
.當代
に
至
る
四
西
餘
年
僩
に
於
て
銀
貨
の
外
附
的

®

値
’又 

は
刺
呼
は
約
ご

1
倍
の

^

合
.を
以
て

'?
1

上
げ
ら
れ
た

&
、即

:?
>
赏
時
に
在

&

て
«スタ
ング
 

0

の
金
量
一
封
度
は
ニ
十
志
三
背

S

糊
せ
ら
^
從

 

< 
命
針
ニ
面
泗
屮
三
片
叉
ニ

.十
志
：四 

分
.
.の」

、游
し
く
は

1
:
'
«
八
十
分

Q

 

r
の
®

*

4
上

記

I

封
度
の

■金

*

ょ
，

b

»

造
せ
ら
れ
し
な

l

，

i

)

論

說

l
i

s

麵

I

g

l

i

l

l第I

號

蛋
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四
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P

 

k

t̂7
ブ⑶クス卿

Q

貨
幣
吹
鋳
如
屮
言
し

K

 

£
4 

炎

I

治

.詔
唤
起
せ
.ら
れ
?:
る
貨
辦
論
爭-

S

 

$

五
.四

卜
、然
る

R
現
，在
に
：於
て
は
；最
近
約
九
十
年
來
、同

|

银
の
金
量

-
封
：度」

は
總
數
六
西
陴 

又
は
六
十
ニ
志
、若
し
く
は
、

111,

磅
十
分
の
一
に
鋳
造
せ
ら
れ
、而
も
當

.時
も
今
も
金
量
一
封

.M

i
 

同

1

の
量

.目
及
，
^

品
位
を
有
す
る
な

b

o
两
し
て
金

_貨
に
關
し
て
は

：Ed
w
a
r
d

 

J

世(

恐
’ら
く
は 

三
世
の
誤
な
る
可
し

)

の
.

十̂
八

4

に
.於
'て
國
王
と
親
方
及
び
職
人
た
る

Walter 

d
e

0

1

!
 

ビ
の
間
に
締
結
せ

.

.ら
れ

.た
’る
造
幣
契
約
に
曲

b
、舊

.原
位
の
金
：各

 

一
•
封

.
度

即

ち

純

金

一

一

十

兰

力
 

ラ
ッ

ト

三
反
年
雜
分
半

^

は
合
訃
十
五
磅
に

0
造
せ
ら
れ
し

も

の
な
る
が
、ム

1
日

K
呤
て
は

_
 

く

-
十

-
力
ラ

.

ッ
ト
の
純
分

*

有
含
る
金
の

' 一
封
度

^
四
十
四
磅
十
志
に

®

造
せ
ら
る
、
な 

b
o
a
m
e
s

1
1

世
の
初
年
に
於
け
る
同
王
と

T
h
o
m
a
s

 

Nma!e.

と
の
肪

.の
造
幣
契
約

)

。
而
し
て
道

® 

鶴
貨
の

.ぶ
呼
に
於
て
金
銀
貨
の

.外
附
的
價
値
を

.51
上
ぐ
る
の
方
法
は
，殆
ど
有
ゆ
る
國

-£
の
B 

世U

於
て
恒
例
た

6

し
が

ft
lc
JE
赞
必
顏
又
は
合
理

?/
:
.る
事
曲
が
其
機
：會
を
：與
ふ
る

IW
は

0 

時
之
を

'
.账

行

す

-4
R
由
>
 
て

曾

て

何

等

の

不

利

、失

體

、
又
、
は
視
.患
を

'
,生
じ
た
る
こ
と
な
し
。
而 

し

T
I-
I
下
.の
#

に

，
際

し

我
：：

國

；
家

■:

の
.依
賴
す
可
き
唯
一
の
方
策
た
ふ
鶴
貨

^
價
®
引
上
げ
は
ク 

ラ
；ク

>
、
半
ク
ラ
ク
シ
、志

'と
*
す
る

谷
片
を

.し
て
夫
々

典
.

A

自

を
減
少
せ

し

む
る

か
、
又

t

t

M

i

 

を
受
け
ざ
る

®

在
の

.貨

.幣
に

等
し
き
，
量
目
及
び

.大

3
を
持

®

し
、而
し
て
同
時
に
楚
等
.の
各
片

I 

. 

. 

V. 

.

.

.

.. 

.

-

は
孰
れ
も
總
體
，に
於

.

v

從
前
よ

b
も
高
價
に
通
用
す
可

''
&

を
命
ず
る
に
依

'ぅ
て
之
を
行
ふ

 ̂

#
可

し

r

も
彼
ば
進
ん

'で
這
般
の
卯
題
に

.對
す
る
其
意
見
を
、開
陳
す
る
に
先
立
ち

「

各
片 

を
削
減
す
る
も
、

^
し
く
は
谷

.片
を
し
て
夫
々
現
在
の

a

目
を
保
持
せ
し
め
て
之
よ
キ
も
高

 ̂

A
"を
以
て
贫
通
せ
し
む

^

き

'を
命
ず
る

\

等
し
く
我
®
貨
中
に
於
け
る
銀
の
價
値
を
引
上
ぐ 

る
を
得
可
し

」

ど
云
；ふ
假

m

を
確
定
し
瞪
明
す
る
：の
必
要
を

.

.見
た

.

前
.
*は
古

*

の
造
#:契 

•«
書
.中

.に
-幾
多
の
：先
例

.を
見
る
所
な
る
も
"衝
も
後
項
に
至
り
て
一
層
詳
密
な
る
說
明
を
得
可 

&

が
如
く
、後

'*
は
5 1

に
，我
瑰
在
の
事
情
に
適

.合
す
る
の
觀
ぁ
る
な

J
。
：
上
記
の

K

說
又
は
.宅 

理
は
容
易
に

.燈
明
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反
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萬
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を
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萬

八

千

七

百
0
四
メ 

五

志

又
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可
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に
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萬
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又
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片
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落
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又
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狐
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又
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又
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典
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；
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■
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に
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五
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又
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述
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錢
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又
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.
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可
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錢
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萆
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又
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ら
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。
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ら
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菱
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又
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 m
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。
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ら
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に
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狀
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又
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摩
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多
の
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櫧
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ら
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独

s

f

類
中
に
於
て
使
用
せ

&

る
、
上
記
、

S

克
、宇
竭
克
、
 

四
分
の
.！
 

S

、
H
ン
せ
ル
、ク
ラ
ゥ
ン
、年
ク
ラ
ゥ
ン
、志
及
片
の
稱
呼
に
相

®

す
可
し
。
班
.に
な 

101

個 

>
四
分

の

1

テ
ス」

ツ
1

ン
ど
稱
せ
ち
る
可
く
、量
目
及
び

.品
位
に
於
て
現
®
の
原
位
に 

據
る
三
片
貨
の

一
:

個
に

_

.1

.

.か
兮
可
き
も
、而
も
三
片
三

.フ
ア
デ
ン
グ
、ス
タ
！
夕

r
ダ
に
流
通

す
.可

5

度
中
に

f

s

十
八
個
を
見
出
す
可
く
、而
し
て
是
等
四
分
の
ニ
タ
ス
ツ

■•
!

ン

货

の

六

+
四
僩
は
合
計
，一
磅
メ
タ
，丨
ソ
ン
グ
を
權
成
す
可
く
、又
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又
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應
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又
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可
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又
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